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2004年エバグリーン夏季 住宅視察ツアー

取り組み & 高級住宅デザインとインテリア
アメリカ住宅の環境と健康への

期間：8月30日（月）～8月31日（火）
場所：ワシントン州シアトル市、タコマ市、及び　オレ

ゴン州ポートランド市

◆2日間の現地参加費用◆
EBPA会員　30,000円
一　般　 33,000円

エバグリーン夏季住宅視察ツアー2004は、日本の工務店ビルダ
ー、建築設計者、インテリアデザイナー、建材流通業者の方々
を対象に、セミナーご参加・建築現場や住宅展示場視察を通じ
て、アメリカ住宅業界のグリーン・健康住宅建設への取り組み
と高級戸建住宅の専門知識を得ていただくものです。

お申込・お問い合わせ　FAX：03-3459-0897

フリガナ

会社名／担当者名

フリガナ

住所

Tel/Fax

高級戸建住宅の視察

第二日目

今年で29回目を迎える「ポートラン
ド・ストリート・オブ・ドリームス」

（オレゴン州ポートランド市）を視察し
ます。アメリカ木製フレーム構造住宅
における、最も新しいデザイン、ライ
フスタイル、インテリア・デコレーシ
ョン、建材、内装材の使い方をご覧い
ただく絶好の機会です。

ポートランド・ストリート・オブ・ドリームス（ヒドゥン・エステイツ）
約２エーカー（約8,100平方メートル）の土地面積に建てられた７棟

の戸建住宅が展示されます。今年開催される場所はシーダーの木々、10
エーカーの湖、小川が流れる美しい地域です。高級感を十分に反映する
住宅をビルダーからの話しを交えてご見学いただきます。

その他のスケジュール

・シアトルでレセプション
建築家、建材メーカー、建材輸出業
者との交流に役立ちます。

・オプション　野球観戦
シアトル・マリナーズ　対

カンザスシティ・ロイヤルズ
開催日：8月29日（日）
会　場：シアトル市セイフコ・フイールド

イチロー、長谷川 が出場予定のこの試合をお見逃し無く！

■現地参加費用に含まれるもの
・日本語資料（視察する住宅の詳細情報、間取り

情報）
・視察中の解説と現場での日本語通訳
・バス手配（シアトル、タコマ、ポートランド、

シアトル地域のご宿泊ホテル間のバス送迎）
・８月30日及び31日の昼食代、また30日のレセ

プション費用
・「ポートランド・ストリート・オブ・ドリーム

ス」の入場費用
・アメリカ建材メーカー及び「環境ホームセンタ

ー」の製品カタログ

■現地参加費用に含まれないもの
航空チケット費用・ホテル費用・空港からの送
迎・８月30日及び31日の昼食以外の食事、野球観
戦チケット

■参加申込の締切り日
2004年８月９日（月）

■キャンセルした場合の参加費返金
８月16日までは100％
８月23日までは50％
８月23日以降は０％

日付

8月29日 午後1：05 （オプション）野球観戦 シアトルマリナーズ 対

セイフコフィールド カンザスシティーロイヤルズ

8月30日 午前 シアトル 「環境ホームセンター」視察

午後 シアトル 建設現場視察（健康で環境にやさしい家）

午後 タコマ レセプション、ミニ展示会

8月31日 午前 貸切バスでポートランドへ移動

午後 ポートランド・ストリート・オブ・ドリームス視察

午後 貸切バスでシアトルへ戻る

時間 プログラム 詳細 背 景
アメリカでは、リフォーム（米国ではリモデルと言
う）は人々の最大の楽しみになっている。毎年、何百
万人ものアメリカ人が何らかのリフォーム、たとえ
ば、ファミリールームの増築、浴室の改装、窓の取り
換え、照明器具の交換、キッチン設備やキャビネット
の交換を行っている。確かに、リフォームによって家
は住みやすくなり、より安全になるが、アメリカ人を
リフォームに駆り立てているのは、財務的な安全性と
富の構築である。アメリカのホームインプルーブメン
ト需要の多くは、経済的なインセンティブに由来す
る。アメリカでは、ホームインプルーブメントによっ
て次に販売するときの住宅価格が上昇し、インプルー
ブメントにかけた費用の80%以上を回収できるという
事情がある。ハーバード住宅共同調査センターは、リ
モデルと「ホームインプルーブメント支出は経済成長
を押し上げると同時に、国の13兆ドルの住宅ストック
を維持、強化する」と指摘している（2003年全国住宅
事情調査、ハーバード住宅共同調査センター）。

健康住宅、＊サスティナブル住宅のための
建材とその使われ方

第一日目

シアトル市は、環境にやさしい健康住宅の分野においてアメリカ国内
で最も進んだ地域と認められています。

＊サスティナブル…環境負荷が少ない、次世代に負債を残さない、持続可能な、の意味。

a)「環境ホームセンター」視察

省エネ効果があって、環境にやさしく、安
全で健康的な住まいのための建材や一般消費
財を専門に扱い、この分野で受賞を受けてい
るホームセンターを訪れます。ここでは専門
家から新商品や人気製品についての話を伺い
ます。

このホームセンターは1991年、ホームビルダーのマシュー・フリーマ
ングリーソン氏により創業され、自分たちの環境と仕事を持続させるこ
とのできるサスティナブルな住宅、生活のための解決方法を消費者、建
築家、デザイナー、建築業界のプロフェッショナルに紹介します。

ｂ）サスティナブル・健康住宅の建築現場を視察

サステイナブル・健康住宅に使われる最新の製品・技術・デザインを
確認する目的で、シアトル地域で戸建住宅を２ヶ所視察いたします。現
場では、実際の施主、建築家が、どのように考えて、製品や技術を選び
使っているか具体的な説明を聞きます。このツアーは、アメリカ北西部
において、環境にやさしい建築を推進する協会、ノースウエスト・エ
コ・ビルディング・ギルドの協力を得て行われます。

NWエコ・ビルディング・ギルドは非営利で運営され、環境にやさし
くサスティナブルで健康な住宅建築を支持するビルダー、施主、建材メ
ーカー、住宅建築にかかわる業者がメンバーとなり運営されています。

1993年に設立し、今では米国北西部に８支部を持ち、ネッ
トワークを通じてサスティナブルで健康な住まい方の専門知
識の収集と教育普及活動を行っています。

リフォーム後の浴室

アメリカ針葉樹輸出協議会
インターナショナルマーケット  ディレクター

ポール・ボードマン　著

「アメリカにおけるリフォーム」

航空・宿泊手配を含むパッケ
ージ旅行もご案内できます。
お問い合わせ下さい。

お問い合わせ：
エバグリーン建築資材貿易振興会（EBPA）日本事務所
105-0001 東京都港区虎ノ門5-4-8-301 Tel: 03-3459-0898
Email: ebpa@mue.biglobe.ne.jp URL: http://www.ep.org/

後　援：

〒105-0001 東京都港区虎ノ門5-4-8-301
TEL：03-3459-0898 FAX：03-3459-0897
e-mail：ebpa@mue.biglobe.ne.jp http://www.ep.org/
担当：梶田　章　Contact：Akira Kajita

連絡先：米国ワシントン州政府通商経済開発局日本事務所
〒105-0001 東京都港区虎ノ門5-4-8-301 TEL：03-5776-7766 FAX：03-3459-0897
e-mail：jwnko@gol.com http://www.oted.wa.gov/trade/jpn_housing/
担当：御子柴（みこしば）淳子　Contact：Junko Mikoshiba

リモデルと経済

全米ホームビルダー協会（Nationa l  Assoc iat ion o f  
Homebuilders）によれば、米国経済にとって住宅着工は
重要な要素であり、通常、住宅投資がGDPの約15%を占め
ている。2000年に米国経済のバブル崩壊以降、住宅投資が
経済に及ぼす影響はさらに高まり、GDPに占める割合は
20%を超えているという。2003年に自家所有者（ホームオ

ーナー）が自宅のインプルーブメント（リフォーム）に
かけた金額は前年より7.3%増え、リモデルに費やした金
額は米国全体で1,644億ドルに達している（ハーバード住
宅共同調査センター）。2004年は、ホームインプルーブ
メント工事はさらに増えると予想される。自宅のメンテ
ナンス、修理、インプルーブメントに賃貸物件のメンテ
ナンス、修理、インプルーブメントが加わると、住宅の
インプルーブメントとメンテナンスの総額は2,140億ドル
に達する。アメリカでは、住宅の修理とリモデル部門の
売上額は、衣料品店販売、公共工事、法律業務を上回
る。（2003年リモデル調査、ハーバード住宅共同調査セ
ンター）

　SEC主催の「米国最新リフォ
ーム事例研究セミナー」の第2
弾は下記の予定で、さらにパワ
ーアップしたセミナーを開催い
たしますので、是非ご参加くだ
さい。

5月17日　大　阪
ジェトロ大阪輸入住宅部材センター

5月18日　広　島
RCC文化センター

5月19日　福　岡
博多全日空ホテル

5月21日　名古屋
ナディアパークデザインセンタービル

お問い合わせ先：
アメリカ針葉樹協議会
〒107-0052　東京都港区赤坂1-1-14
　　　　　　東信溜池ビル8Ｆ
Tel: 03-3589-1320
Fax: 03-3589-1560
E-mail: asjo@gol.com
http://www.softwood.org/japan
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日本のお客様とアメリカを結ぶ日本語版情報誌 発行：米国ワシントン州政府通商経済開発局

リフォーム特集号の発行にあたって

　日頃よりワシントン州内の企業・製品をご愛顧いただき誠にありがとうございます。
毎年、春と夏に発行しております「ワシントン州住宅産業情報」（前回は3月発行）ですが、今号はア
メリカ針葉樹輸出協議会（SEC）が開催いたしました「米国最新リフォーム事例研究セミナー」の一部
講師陣の講演内容をまとめたリフォーム特集号を発行する運びとなりました。ここでリフォームに関す
る最新情報や具体的なリフォーム実例をご紹介するにあたり、読者の皆様にアメリカにおけるリフォー
ム市場をより深くご理解いただくことで、今後の建築設計・デザイン・工事に大いにお役立ていただけ
るものと確信しております。

　「米国最新リフォーム事例研究セミナー」は、SECの主催により、2004年3月を皮切りに、東京・さい
たま・千葉・横浜の4都市で開催され、約150人以上の業界関係者にご参加いただきました。セミナーで
は、日米の建築家・米国のリフォーム業者と大手ホームセンター「ロウズ」社を講師として招き、米国の
リフォーム最新事情、プロジェクトの紹介、自らの米国での住宅購入・リフォーム体験、優良リフォーム
会社の経営方法や米国のホームセンター市場や動向などが紹介されました。また、講演以外にもミニ展示
会が設けられ、窓・モールディング・屋根材のメーカーや建材卸売り輸出業者（コンソリデータ）がリフ
ォームに適した製品やサービスを展示紹介し、休憩の合間に来場者の方々と意見交換をされました。

　ワシントン州政府とエバグリーン建築資材貿易振興会（EBPA）は、毎年ワシントン州シアトルへの
住宅視察ツアーを企画しており、日本の皆様に、現地でしか味わえない現場の様子、最新のデザインや
建材・設備、そして日本でも今後関心が高まるエコ建材などにアクセスできるチャンスを提供していま
す。またSECの米国リフォームを日本に推進する活動を支援し、引き続きより高品質な住まいを日本の
皆様に提供してまいります。

↓（3ページにつづく）■
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昨年7月1日に日本の建築基準法が改正され、いわゆる「シックハウス規制」
が導入されました。その結果、従来にも増して安全性の高い建材が求めら
れています。現在、アメリカで住宅等に一般的に用いられているドライウ
ォール工法は、アメリカ製ペイントの安全性と相まって、非常に健康的な
工法と考えられています。
アメリカ大使館、在大阪・神戸アメリカ総領事館商務部では、昨年の夏か
ら全国8都市で、「ドライウォール・セミナー &アメリカ製ペイント・ミ
ニ展示会」を開催し、ご好評をいただきました。セミナーご参加の皆様か
ら、もう一歩進んで、アメリカで本場のドライウォール工法について学び
たいというご要望をいただきました。そのような声にお応えするため、ワ
シントン州政府、エバグリーン建築資材貿易振興会のご協力をいただき、
ワシントン州シアトルに、ドライウォールセミナー視察研修ツアーを派遣
することになりました。
アメリカ人専門家の講義を受講し、現地でなければ見ることのできない現
場を見学、また、ドライウォール関連製品の購入もできます。ぜひ、この
機会に視察研修ツアーにご参加ください。

敬具
在大阪・神戸アメリカ合衆国総領事館

商務領事　チャールズ・リース

1. アメリカ人専門家から、ドライウォール工法についての講義を受
講します。

2. アメリカのドライウォール工法の建築現場を視察し、施工を体験
していただけます。

3. ドライウォール工法による仕上げの住宅を視察します。
4. ドライウォール関連製品の取り扱い業者を訪問し、工具などを現

地で購入、日本への発送が可能です。
5. 建築に詳しい通訳が同行しますので、言葉の問題がありません。
6. アメリカ大使館、在大阪・神戸アメリカ総領事館商務部主催の視

察研修ツアーで、住宅担当の高畑和久上席商務専門官が同行します。
7. エバグリーン建築資材貿易振興会、アメリカ・ワシントン州政府、

アメリカ商務省シアトル事務所の全面的なバックアップにより、
充実した研修プログラムを提供します。

8. アメリカ大リーグ、シアトル・マリナーズの試合観戦が可能です。
(オプション)

■　企画・主催
　アメリカ合衆国大使館
　在大阪･神戸アメリカ合衆国総領事館商務部

■　協力団体
　ワシントン州政府通商経済開発局
　EBPAエバーグリーン建築資材貿易振興会

視察・セミナー内容：
　　　在大阪・神戸アメリカ合衆国総領事館・商務部

担当：高畑　和久
　　　TEL:06-6315-5957　FAX:06-6315-5963
　　　メール：ktakabatake@usaexports-jp.com  

旅行内容：

　　　クリエイトツアー「ドライウオール工法視察研修ツアー係」
担当：稲葉　好勝

　　　TEL:06-6536-5671　FAX:06-6534-1244
　　　メール：isi@carrot.ocn.ne.jp 

お問合せ・お申込はお電話、ファックス又はメールで貴社名、

お電話番号、ご担当者名ご一報下さい。すぐに旅行条件書・

詳細日程表・お申込書等　詳細ご返事申し上げます。

ドライウォール工法
視察研修ツアー

ドライウォール工法
視察研修ツアー

ワシントン州シアトル

2004年6月7日（月）～6月11日（金）3泊5日間

ロウズはノースカロライナ州で1946年に設立さ
れました。このビジネスを始めた時期には、も
っぱらプロの業者を顧客としていましたが、年
が経つにつれ一般DIY顧客を増やしてきました。
今日、ロウズは建材、補修・改築用部材および
道具をフル・ラインで販売する308億ドル規模の
会社です。ロウズは世界で２番目に大きなDIY小
売り業者となります。また米国の小売り業者の
なかで規模として12番目に大きなものです。ロ
ーズは45の州の950店舗で事業展開をしており平
均2週間ごとに新しい店舗を開店して15万人の従
業員を雇っています。毎週1000万人以上のDIY一
般顧客およびプロ業者と取引をしており、各々
の店舗には、4万点以上の商品を在庫販売してい
ます。さらに、私たちは顧客に100万点以上の製
品を提供することのできる特別な受注システム
を持っています。店舗サイズは平均で15,000平方
メートルで、各店舗はランバー材、設備機器、
ガーデニング用品、金具類、電気設備、配管設
備、木製加工製品、またビジネス用デスク類を
取り扱います。すべての店舗でDIY顧客向けに施
工方法を学ぶ機会を用意しています。またウェ
ブサイトwww.Lowes.com上でも施工方法の情報
を見ることができ商品の注文もオン・ラインで
できるシステムがあります。

米国でのホームセンター産業

今日、米国でのホームセンター産業は、プロ業
者および一般住宅所有者の両方の顧客を含み、
1500億ドルに相当します。2002年にこの産業は
4%成長しました。今後は年間6%の成長を見込ん
でいます。このホームセンター産業の次の１0年
間の成長率は、一般的な小売り産業の2倍になる
と予想されています。このように米国でのホー
ムセンター産業は非常に大きく、また成長して
います。このことは過去数年間にわたり米国経
済に貢献するものでした。この成長は今後も成
長する住宅産業および一般住宅所有者のＤＩＹ
への関心の高まりにより継続すると予測されま
す。2003年には、米国のホームセンター産業全
体として6.8%成長しました。市場別には、一般
消費者市場が6.6 %成長し、プロ業者市場は7.4%

成長しました。この市場成長の結果、ロウズは米
国にて積極的に新たな店舗を開店してきました。
取り扱い製品カテゴリーごとでは、2003年、ラン
バー・建築資材の販売は7.1%成長しました。ガー
デニング、造園設備も好調で6.9%の成長でした。
棚、照明、カーテンなどの装飾品も好調でした。
すべての製品カテゴリーにおいて好調な成長を示
していることは注目できる事と考えます。

成長を支える要素

多くの人が家を保有する事が改善補修・リフォー
ム業を含むホームセンター産業成長の鍵を握りま
す。1985年以降、多くのアメリカ人が家を所有す
るようになったことが、成長に大きく貢献してい
ます（右上表をご参照ください）。歴史的に見て
平均よりだいぶ低い住宅融資金利が、多くの人が
家を持つことへつながりました。ほとんどの顧客
は、家への投資（改善補修・リフォーム）を重要
視しています。平均的な消費者は、より少ない費
用でリフォームを行いたいと考えています。この
ことがDIYへの関心の高さとなり、ビジネスの成

長に貢献します。米国の調査によると、ある改善
補修・リフォームの費用が1万ドル以下の場合、
住宅所有者は自分で作業をするDIYとして取り組
むと考えられています。アメリカ人は作業を自分
でやる事に積極的です。住宅所有者が、あるDIY
の作業をする場合、頻繁に家族全員で取り組みま
す。米国では、女性が非常に強い役割を果たしま
す。家の改善補修・リフォーム工事の85%を女性
がそれを実行するか否かを決めています。しかし
ながら、同時に重要なことは、困難であったり技
術的な工事（作業）についての決定は多くの男性
によりなされます。女性がロウズの顧客のおよそ
半分を占めます。社会の流行も非常に重要です。
住宅に関するテレビ番組が一つの例です。ロウズ
は、過去のそのようなテレビ番組のスポンサーに
なりました。このことが、番組中に紹介された製
品販売の増加に直接的に結びつきました。米国で
は住宅関連のテレビ番組が50近くあります。

ロウズの市場販売戦略

ロウズの戦略のポイントは米国の主要都市すべて
にある950の店舗であり、強力な 存在感を表して
います。店舗ではDIY顧客に幅広い製品を提供し
ます。製品が店舗にあるか又は在庫でもっている
かがDIY販売にとり重要です。さらに、顧客を支
援することは非常に重要と考えます。すべての店
舗で、顧客を支援するためのキッチン設計用
CADコンピューターを用意しています。またす
べての店舗はカスタム色・混色ペイント・システ
ムを用意しています。顧客の仕様書に基づいて、
カスタム・サイズに木材、合板などを切断する設
備、そして配送サービスがあります。顧客が施工
作業を必要とすれば、ロウズはプロフェッショナ
ルによる施工サービスを提供します。

施工のノウハウ指導

950店舗のすべてで、毎週、無料の施工指導・講
習会を開催します。内容は、床材の施工、デッキ
を構築する施工方法、照明・ペイントの使い方の
講習などです。現在、重要視しているのは床材、
照明そして配管についてです。参加人数は１店舗
につき毎週５～６人です。指導は私どもの専門家
によります。指導・講座は製品、道具を使いなが
ら施工を行う実践的なものです。一般の参加者も
実際に手を使いながら学びます。

ロウズは年商308億ドル、あらゆる製品と機器を販売する会社です。同社が45
州に展開している950店舗には、毎週、1000万人を越える個人のDIY愛好家
とプロの業者が訪れます。ロウズは世界第2位のホームセンターで、小売業とし
てはアメリカ国内で12番目の規模です。ロウズは現在積極的な拡大計画を進め
ており、2週間に1店舗のペースで新しい店舗をオープンしています。詳しい情
報はwww.lowes.comまで。

輸出販売部門　フレドリック・プルー

ロウズ・ホーム・インプルーブメント・ウェアハウス（以下ロウズ）

ロウズの店舗

キッチンキャビネット用のハードウエア類

ガーデニング・デッキ

「持ち家率と家購入の容易度（アフォーダビリティー）」

視察旅行参加費用：191,000円
（日程表通りの宿泊食事・交通費・視察セミナー費用）

ドライウオール工法視察研修ツアーの概要

１．6月7日(月)　各地より各自成田空港へ　　成田発　午後　

NW航空機

シアトル着　 午前　専用車で市内見学　早めの

ホテルチェックイン

シアトル・マリナーズ試合観戦（オプション）

ホリデーインイクスプレスホテル　　　　　 泊

２．6月8日(火)　シアトル　   終日ドライウォールセミナー(昼食

を含む)

夕方　歓迎レセプション

シアトル　ホリデーインイクスプレスホテル　泊

３．6月9日(水)　シアトル　午前　住宅開発地視察（昼食を含む）

午後　ドライウオールの工具等購入と

関連企業訪問(ドライウォール、ペイント等)

シアトル　ホリデーインイクスプレスホテル　泊

４．6月10日(木) シアトル発　午前／昼　航空機　帰国の途に。

機内　　　　　　　　　　　　　　　　　　泊

５．6月11日(金) 成　田　着　午後　入国手続後解散

当視察団の特色

お問合せ・お申込方法ごあいさつ

フローリングの施工講習会
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人口統計

●　2000年から2010年には、マイノリティが750万
世帯、2010～2020年は780万世帯増えるだろ
う。マイノリティの世帯数がアメリカの世帯数
に占める割合は、20年間で、1/4から1/3弱まで
伸びると予想される。

●　現在、初めて住宅を購入する人の10人に1人が
外国生まれのマイノリティである。

●　1998年から2001年にかけて、マイノリティ世帯
が320万戸の中古住宅を購入した――中古住宅
の約22%がその期間中に販売されている。
（2003年リモデル調査、ハーバード住宅共同調
査センター）

●　支出の内訳は年齢によって異なる。55～64歳の
世帯――この10年間にアメリカで最も急速に拡
大した年齢層――は、専門業者にホームインプ
ルーブメント予算の80%以上を支出している。
44歳未満の世帯では、専門業者への支出額はイ
ンプルーブメント予算の65%にとどまっている
（若い人はDIYの割合が高い）。（2003年リモ
デル調査）

●　所得が8万ドルを超え、住宅資産が自宅の資産
の40～60%に相当する世帯は、毎年平均4,320ド
ルをインプルーブメントに使っている。（2003
年リモデル調査）

その他

●　ホームオーナーは、自宅価格の上昇により、浴
室のリモデル費用の90%近くを回収している
（2003年リモデル調査、ハーバード住宅共同調
査センター）。

●　全国的にみて、リモデルによって自宅の価値が
上昇するため、ホームオーナーはインプルーブ
メント費用の80%を回収している。サンフラン
シスコやボストン等のより古い住宅が多い住宅
市場では、リモデル費用の90～100%が回収で
きる。（2003年リモデル調査）

●　18のキッチン機能のうち、増築したいアメニテ
ィの第1位がウォークイン・パントリーで、そ
れに、アイランド型キッチンとライトウッドの
キャビネットが続く。（NAHB調査）

業界

●　ホームインプルーブメント業界は、新築住宅の
ホームビルダー業界と同様に統合がすすんでい
る。年間請求額が100万ドルを超えるリモデル
業者の約1%が、専門的リモデル工事件数の1/3
を受注している。（2003年リモデル調査）

●　ホームインプルーブメント工事は、地理的にも
偏りがある。5つの大都市圏（ニューヨーク、ロ
サンゼルス、シカゴ、サンフランシスコ、フィラ
デルフィア）が、ホームインプルーブメントへの
総支出額の20%を占め、10の都市圏が30%を占
めている。（2003年リモデル調査）

●　リモデルと修理を専門とする企業が、住宅建設
業界で働く250万人の労働者の約半分を雇用し
ている。（2003年リモデル調査）

●　住宅リモデル企業は約20万社で、自営建築業者
は60万人。DIYをする人は2,160万人を数える。
（2003年リモデル調査）

小売りと流通

●　ホームインプルーブメント・センターは、住宅
の建築、リフォーム、メンテナンス用の商品を
販売し、2002年の売上額は2,700億ドルに達し
た。（2003年リモデル調査）

●　統合。2001年までに、建築及びホームインプル
ーブメントのすべてを扱う小売流通会社の上位
5社が、流通業者上位500社の総売上額の2/3を
占めた。ホームデポとロウズが、流通業者上位
500者による建築及びホームインプルーブメン
ト製品の総売上額の58.5%を占めた。（2003年
リモデル調査）

諸データ

経済性
●　2002年、アメリカでは、住宅が世帯資産に最

高の割合を占め、31%となった。（NAHB 
2003年住宅統計）

●　アメリカの住宅ストック価値は13兆ドルを超え、
ホームオーナーは総額で約8兆ドルの住宅資産を
保有している。（NAHB 2003年住宅統計）

●　新築及び中古住宅の中心及び平均価格は、前
世紀の過去20年間で2倍以上に上昇した。
（NAHB 2003年住宅統計）

●　米国民の持家率は68%。
●　住宅リモデルへの2万ドルを超える世帯支出

は、総支出額では1,270億ドル（48%）に相当
する。（2003年全国住宅事情調査　ハーバー
ド住宅共同調査センター）

●　DIY支出額は、インプルーブメント支出総額
の20%強を占めると推測される（DIY支出額
は、ホームオーナーが使った時間の価値を工事
費用として申告しないため、控えめな数字にな
っている）。（2003年全国住宅事情調査）

●　ホームインプルーブメントの42%にはDIYの要
素が含まれる。その一部又は全部は、ホーム
オーナー自身が行っている。（2003年全国住
宅事情調査）

●　2003年には、30年のモーゲージの平均固定金
利は5.90%であった。（主要融資機関のフレデ
ィ・マック調査）

●　2001から2002年に、アメリカのホームオーナ
ーは推定1,802億ドルの資産を現金に換え、そ
の1/3（約600億ドル）をリモデルに投資して
いる。（2003年全国住宅事情調査）

●　借り換えをして現金を得たアメリカのホーム
オーナーは、平均で2万6700ドルを引き出し
た。（2003年全国住宅事情調査）

アメリカの中古住宅販売件数

 デッキを増築

*NAHB の予測
出典: 全米リアルター協会

3,886,000
4,197,000
4,382,000
4,970,000
5,205,000
5,152,000
5,282,000
5,955,000
6,030,000
5,712,000

1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003

*2004

割合工事内容

キッチンのリモデル� 63%
浴室のリモデル� 61%
部屋の増築� 58%
窓・ドアの交換� 44%
全面的リモデル� 38%
浴室の増築� 36%
屋根工事� 32%
ポーチの囲い・増築� 31%
日曜大工� 31%
外壁工事� 28%
デッキ増築� 26%
地下室の仕上げ� 24%
配管� 21%
保険による修理� 20%
2階の屋根裏部屋� 19%
屋根裏部屋の仕上げ� 11%
歴史的保存� 8%

主なリモデル工事（2002年）ロウズのホームページ

ロウズホームページは、オン・ラインでの詳細な製
品情報およびサポートの詳細をご覧いただけます。
さらに、DIY顧客が施工方法を理解できるように
情報が用意されています。ここでは多数のタイプ
の作業・工事に必要な道具および製品の情報を含
んでいます。全国向けそして地元向けの新聞、テ
レビおよびダイレクト・メールによる広告は、ロ
ウズの販売戦略の重要な要素です。ロウズの成功
の鍵はカスタマー・サービスの良さです。カスタ
マー・サービスは高い販売の成長には重要と考え
ます。顧客はより深い知識をもっており要求度も
高まっていますのでロウズではすべての顧客のニー
ズを理解することを非常に重要と考えています。

Q.  顧客層の割合を教えてください。

A. DIY一般顧客は80%で、プロ業者顧客は20%
です。

Q.  ホームインプーブメント・ビジネスは成長ピ
ークに達するのでしょうか？
成長は、継続するのですか?

A. ロウズでは、次の数年の高い伸びを予測して
います。
もちろん毎年、多少の上下は考えられますが
次の数年に成長の大幅な低下があるとは考え
ていません。この確信の表れとして、私たち
は2週間ごとに1店舗の割合で新しい店舗を開
く展開を進めています。

After

Before

After

After

After

Before

Before

中古住宅販売

2003年の中古住宅販売は記録的な数字を示し
た。アメリカでは、昨年１年間に600万件を超え
る住宅が販売された。中古住宅販売は、新しく
家を購入した家主が自分のニーズに合わせて改
修するため、ホームインプルーブメント・ビジ
ネスを活性化する。住宅購入者の75%は、購入時
にすでに自分のやりたいインプルーブメント工
事を決めており、90%が引っ越してから1年以内
に工事を始める。日本と違い、中古住宅は新築
住宅と同じ価値か、むしろ新築住宅より価値が
高い。アメリカ人は、自分の住んでいる家の価
値が高く評価されることを期待する。リモデル
は単に住宅の価値を維持するだけでなく、より
高い価値をつけることになる。事実、一部の大
都市圏では、郊外に建てられた新しい家より、
ダウンタウンに近い古い家の方が価値が高い。

■↓（1ページよりつづく）

キッチン　After

で、ＤＩＹ市場をターゲットとしています。最新
号を例に取ると、キッチンのリフォーム、さまざ
まな工具の使い方や地下室がジメジメしたときの
対策方法 の記事が特集されています。オーナー
がどのようなリフォームをしたか、リフォーム前
と後の写真や詳細が紹介されています。全米版に
加え、それぞれの地域限定で販売される住宅リフ
ォームの出版物があります。その地域特有のデザ
インの動向やリフォームに関する出版物が大都市
に存在します。リフォームは一般消費者にとって
人気がある題材のため、シアトル・タイムズとい
う主要の新聞に「夢の住宅・リフォーム」と題し
た記事を第一面に掲載し、オーナーの最近の好
み、過程と結果などが報告されています。

リフォームの実例

リフォームの過程がどのような仕組みかをご説明
するにあたって、私と妻が小さな予算で最初に住
宅を購入した例を取上げます。この住宅（写真下
参照）は1973年に$15,000で購入し、業者を頼ま
ずに自分達だけでリフォームをしました。若い駆
け出しの建築家として自分の住宅でリフォームに
かかわるディテールや部材についてじかに体験を

する貴重な経験をし
ました。かなり大掛
かりなリフォームと
なり、元の基礎、イ
ンテリア壁やエクス
テリア仕上げもすべ
て取り払い、増築ま
でしました。この住
宅はもともと1910年
に建設され、基礎も
しっかりしていまし
た。基礎から住宅を
持ち上げ、現在の基
準に沿った基礎と取
り替える必要があり
ました。この住宅が
すばらしい立地条件
に建ち、構造がしっ
かりしていたので、
この大掛かりなリフ

ォームが最も経済的（付加価値）なやり方でし
た。大規模なリフォームをすることは、取り壊し
て新たに住宅を建てるよりは安価ですみました。
結果的には1910年の構造で、デザイン賞をとっ
た、非常にモダンな住宅に生まれ変わりました。

内装の改修としては新しい壁面、内装仕上げ、キ
ャビネット金物類、暖房と電気工事が行われまし
た。４年後に購入価格の１０倍の価格で売却しま
した。$15,000で購入し、リフォームの資材とし
て$18 ,000かかりました。５年後の販売価格
$150,000は私達にとって価値ある不動産投資とな
りました。もちろん、すべてのリフォームプロジ
ェクトがこのぐらいの利益をもたらすわけではあ
りません。好景気の中、正価で新しい住宅を購入
できる余裕がある人であれば、新築の住宅を建て
たでしょう。それは土地の上に建つ建造物より不
動産としての価値が高いからです。

リフォームにおけるデザインの工程

リフォームにおけるデザインの工程は複雑なので
すが、ここでは考慮すべき重要な点を取上げま
す。すべての建物がリフォームの可能性を持って
います。建物を価値のある状態に戻すのにコスト
がいくらかかるかが、要因となります。プロジェ
クト範囲は４つの要素があります。
・どのように使用されるのか
・どのぐらいの品質を望んでいるか
・大きさは
・これらすべてがコストに影響する

ほとんどのオーナーがリフォームに多少なりとも
費やせる予算を持っています。よって、建築家が
オーナーの予算にあった大きさ・品質などの変動

できる要素を調整する必要があります。はキッ
チンの改修などの簡単なものもリフォームのう
ちです。この例では配管工事からはじめまし
た。最終的なデザインを見た後、予算内に抑え
るために、ディッシュウォッシャーと冷蔵庫は
既に使用していたものを残すことにしました。
お隣と近いこともあり、窓はガラス・ブロック
を使用して、プライバシーを保つようにしまし
た。奥様が左利きということもあり、ディッシ
ュウォッシャーはシンクの左に移動しました。
調理やお客様をお招きするスペースが作られま
した。

アメリカでは地下室が一般的です。もともとは
倉庫として活用されていましたが、ゲストルー
ムやファミリールームとしてリフォームされる
一般的な場所となりました。

ツーバイフォー工法の柔軟性

この例は1915年に建設されたオランダ・コロニ
アル様式の家です。1960年にガレージの増築、
前庭への階段や住宅後方の増築、改修など大規
模なリフォームが行われました。オーナーはシア
トルのダウンタウンのすばらしい眺望が楽しめ
るようにたくさんの窓がある、現代的な家を希

望しました。構造
だけを残して取り
壊され、３階すべ
てを３メートル分
増築しました。景
観を最大に生かす
ためにフロアプラ
ンを変更し、リビ
ングルームを2階
に 持 っ て き ま し
た。ガレージの後
ろにエレベーター
を設置し、外に出
ずに家に入れるよ
うにしました。リ
フォーム後にはモ
ダンな建物に生ま
れ変わりました。
リフォームにかか
った費用は高かっ
たのですが、すば
らしい立地条件を
考えればコスト効
率がよいプロジェ
ク ト と な り ま し
た。この家がコン
クリート住宅であ
れば、リフォーム
をすれば法外な価
格となります。し

かし、ツーバイフォー工法であるからこそ、こ
のような変更が比較的容易にできるわけです。
記録によるとこの住宅のオーナーは6代代わって
おり、そのうちの2人が大幅なリフォームを実施
しました。そのほかのオーナーは小さなリフォー
ム工事や改修を行いました。現在のオーナーは22
年間この家に住んでおり、米国の標準からみれ
ば、比較的長い間住んでいます。現在の評価価
値は2.3百万ドル（約2億4千万円）でもともとの
住宅の購入価格とリフォームに要した金額は＄
500,000（約52百万円）。住宅のインフレもひと
つの要素ですが、シアトルではここ５年程イン

フレは横這い状態が続いています。
歴史を再現したリフォーム

以前、300年の歴史を持つレンガ造りの建物で内
装が木材の住宅を手掛けました。オーナーは外観
のレンガは残し、内装をリフォームしたいと考
えました。その住宅が建築された1700年代には
大きな窓はまだ製造されていませんでしたが、
長い歴史の中で、その住宅のオーナーは何人とか
わり、その内の1人がもともとのデザインを変え
て、窓を大きくするリフォームをしました。現
在のオーナーは元のデザインを重要視し、小さな
窓を取り付けるリフォームをしました。時には
歴史的な背景を再現するためにリフォームのデ
ザインも時間をさかのぼることがあります。

画期的な小さな住宅のリフォーム

このプロジェクトは最近のもので、小さな住宅
のレイアウトをそのまま維持したリフォームで
す。この家は1923年に建設され、２年前までほ
とんど手を加えられることがありませんでし
た。新しいオーナーは庭のランドスケープとイン
テリアを大幅にリフォームしました。たいへん
綿密に考えられたリフォームといえるでしょ
う。例えば、ガレージは雨が降ってもだいじょ
うぶなように屋根付きの多目的エリアにリフォ
ームされました。住宅後方の古い階段は勝手口
への通路として生まれ変わりました。リフォー
ムされた勝手口はキッチンの重要な特徴として
中と外を一体化しています。バスルームとキッチ
ンがリフォームされ、機能が家の中のさまざまな
場所へ移動しました。小さな住宅のため、ベッド
ルーム、バスルームとキッチンは大きく確保した
いとオーナーは考えました。そのためにはフォー
マルなダイニングルームは犠牲にし、リフォー
ムされたキッチンの一部として活用されていま
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リフォームにおける３つの疑問点とは:

１．なぜ建て替えでなくリフォームなのか？
２．リフォームするコストの方が高いか？
３．リフォームの利点とは？ 

上記の質問に、１から順に答えていきましょう。

１．なぜ建て替えでなくリフォームなのか？

リフォームを行うのは通常、住宅の状態が良い時
で、それでも施主が例えば特定の部屋を改良した
い、又はスペースを増やしたい、既存の部屋を修
理したい、住宅全体のエネルギー効率を良くした
いなどそれぞれの不都合を解消する必要性や高齢
者対策が認められる時です。この高齢者対策につ
いては、高齢者介護施設や養護施設を利用するに
は莫大な費用が負担となるため、年老いてくると
高齢者対策を施すリフォームを行うオーナーが増
えてきています。　 

２．リフォームするコストの方が高いか？

大規模なリフォームは、一般的な戸建住宅を新規
に購入するよりコストが嵩む場合があります。何
故なら、リフォームに伴う解体費用がかかるの
と、技術的に既存の構造に全ての必要な改良を加
えつつ、新しい技術や最新機能を持った製品と適
応させなければならないからです。しかし、部分
的なリフォームは、通常新築の住宅を購入できな
い予算の限られた多くのオーナーにとって有効な手
段です。また特定の限られたスペースをリフォー
ムすることによって出費を最小限に抑えることが
出来ます。多くの場合、リフォームを必要とする
のは住宅全体のほんの一部分にしか過ぎません。 

コストと資産価値の関係

あるリフォーム専門雑誌では、リフォーム後の付
加価値の推移と約１年後に売却する場合の資産価
値の試算を調査・研究しました。この調査は全米
を通じて行われ、近年のリフォームにおいてどの
くらいの資産価値が認められるのかを調査したも

のです。 

その調査によると、例えば、あるオーナーが2002
年に新しくデッキを増設したとします。その約1
年後には、そのオーナーはコスト増設に係った費
用の104％を回収できるとしています。もしその
デッキ材増設に$1000の費用がかかったとする
と、そのデッキ材の約1年以内に期待できる投資
効率が$1040だということです。しかしすべての
リフォーム工事で直接資産価値が上がるというも
のでもありません。例えば、キッチンのリフォー
ムの場合、期待できる投資効率は80%前後です。
平均的なキッチンリフォームにかかるコストは約
$10,000ですから、約1年後には約$8,000相当の資
産価値が認められることになります。リフォーム
箇所によっては、その他の箇所より高価値の投資
効率をもたらすということは重要な要素です。こ
のコストと資産価値の関係に関する詳細、または
上記調査の詳細については、下記のウェブサイト
をご参照ください。
www.remodelingmagazine.com

３．リフォームの利点とは？ 

新築の住宅建築に関わる数多くの厳しい建築基準
法は、時にリフォームには適応されないというこ
とがあります。オーナーは必要なスペースのみを
リモデルすることによって、費用を節約できま
す。また通常リフォーム工事中にもオーナーはそ
のまま住み続けることが出来ます。 

アメリカでは今何が起こっているか？
 
アメリカでは、リフォーム市場は新築市場と共に
堅調なペースで成長しています。開発制限規制や
その他規制が新築住宅の建設を抑制する中（結果
として新築のコストを上げる要因となっているの
だが）、多くの人々が新築する代わりにリフォー
ムという選択をしています。またその住み慣れた
土地や住宅に愛着がある人々がより広いスペース
を求めたり、キッチンや最新機能のついたバスル
ームを求めるとき、リフォームという選択をしま
す。それらの人々にとっては、他の土地に引越し
することなく、今ある現状をそのまま便利の良い
モダン仕様へと変えるだけですむ選択がリフォー
ムなのです。 

施工事例写真
1. 部屋を200 sf 分大きくしました。フロアー内、
温水床暖房のチューブが見えます。

2. 元々は小さなドーマ
ーでしたが、大きな
部屋に合うよう窓を
増やしました。施工
前と施工後の外部か
らの写真です。

3. 大きなオープンスペースを追加するため、大
きなグルーラムビームを使っています。完成
までに１年半かかりました。

4. より良い採光と景
色を確保するため
のキッチンです。

5. この現場では、オーナ
ーが解体や塗装など、
工事の始まりから終わ
りまで参加しました。
元は暗いキッチンが、
採光のよい機能的なキ
ッチンに生まれ変わり
ました。

6. ここはコンドミニアム
の独身寮の１室でし
た。壁に穴をあけて
配線やスタッドの位
置を調べ、キッチン
の視界を広げるため
壁を取り除くことに
しました。

7. 別の暗いキッチンです。1970年代の初めの平
たい天井に取り付けられました。天井を上
げ、照明を増やしスカイライトも取り付けて
有効なスペースを増やしました。窓は一切動
かしておらず、単純に既存のスペースを改良
しました。壁越しに古いキッチンスペースが
見えます。壁を取り除いた結果、広いスペー
スとより明るい採光、広い視界、より機能的
なスペースを確保できました。 

8. この現場は、オーナーが東京に住んでいる間に
行われたので、電子メールや早朝の電話のやり
取りで話し合いました。既存の壁を取り除き、
スペースを100 sf.分増やしました。 キッチンの
施工前後の写真です。1905年から使われている
ランバーが見えます。

9. このキッチン・リフォームは、オーナーのウ
ェアハウザー家（製材業経営）らしく、様々
な樹種を使用しているのが特徴です。フロア
ーはユーカリの木を使いました。

Q.  ワシントン州の気候はとても雨が多いです
が、住宅や基礎へのダメージの原因となるの
ではないですか。 

A.  一般的には、気候は問題ではありません。こ
れらの古い住宅が建てられたころは、シダー
サイディングなどのとても耐候性のある樹種
がよく使用されていました。シロアリの問題
はあまり多くはありません。とても良く建て
られた古い住宅には、通常あまり構造的、基
礎的な問題は見つかりません。古い住宅を改
造するときに一番大変なのは、その時代、住
宅を建てる際に基礎下の地盤に硬材などで地
耐力を向上させる地業工事が行われていなか
ったため、100年以上の古い住宅をリモデル
する際はまず地盤を掘り地業作業が必要とな
ります。

Q.  もし築100年の地盤の悪い住宅をリフォーム
する場合、それらの住宅はもはや水平でない
場合が多いと思いますが、それを水平に戻す
技術はありますか。 

A.  実は床が水平でないことをその家の魅力だと
思って好む人がいたりするのですが、もし基
礎が悪くても住宅の構造そのものが良い状態
の場合は、住宅を持ち上げて基礎をやり直し
水平に戻すことができます。もし基礎が良い
状態の場合は、必要な箇所の床をレーザーを
使って測り、床を上げて水平にすることがで
きます。 

Q.   何故地下室の設置が好まれるのですか。何
故アメリカの一部地域では地下室が住宅に設
置されていないのですか。 

A.  元々地下室は、貯蔵倉庫として設置されてき
ました。しかし近年では、この地下室を居住
できるスペースとしてリモデルするケースが
増えてきました。新築で地下室を設置する場
合のコストもそれほど高額ではありません。
カリフォルニアなどの地域では、地下室が設
置されている住宅はあまり見ることは出来ま
せんが、中西部では歴史的背景から竜巻など
から身を守る避難場所として地下室が設置さ
れているのを見ることが出来ます。 

フェイズⅡコンストラクション
創立24年のフェイズⅡコンストラクションは、スタッフは総勢４人、2002年
の売り上げは370万ドルを越え、2003年も480万ドルの売上げが見込まれて
います。リック・イェルム氏は事業経営とマーケティング、主な建築資材の購
入を担当しています。フレーミング工事やキッチンキャビネットの取り付け等
の現場作業にも参加しています。

リモデリング戦略
リック・イェルム 

CR, CGR（全米リモデル協会認定リモデラー）
 リモデリング・スペシャリスト, 

フェイズ・ II・ インク社 

ワシントン州タコマ市

人気の高い主寝室のリフォーム
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16年にわたって日本の住宅設計・建設に

携わる。日本では全米林産物製紙協会

（AF & PA），米国商務部、ワシントン

州政府、日本貿易振興機構(ジェトロ)、地

方自治体、住宅開発業者やエバグリーン

建築資材貿易振興会（EBPA）と提携。

（社）日本建築家協会（JIA）会員と米

国建築者協会（AIA）会員。

リフォームに
おけるデザイン

Before 居住スペースとして生まれ変わった地下室

建築家そしてデザイナーとしてリフォームにつ
いて述べさせていただきます。アメリカでは容
易にリフォームが行われる理由のひとつとし
て、住宅の95％がツーバイフォー工法であるこ
とがあげられます。アメリカの歴史の中でほと
んどの住宅が最初に建てられたときよりも資産
価値が上がり、使用目的も何度か代わっている
といえるでしょう。地域的なものも重要です
が、リフォームの可能性を左右するのはその住
宅が建築された年代も大いにあるといえます。
その土地と住宅の価値、もしくは潜在的価値が
十分あると判断された場合、定期的なメンテナ
ンスと大規模なリフォームを行うことで価値を
上げることができます。

リフォームの理由は多岐にわたります。近隣の
環境は重要です。現在住んでいる家が気に入っ
た環境にあるならば、遠くへ引越しをするより
リフォームを考えた方が賢明でしょう。先祖
代々受け継がれた住宅であれば、歴史を守る義
務を持ちながらも、部分的なリフォームや改修
をして快適で便利に暮らすことが理想的です。
また、眺めのよさやスポーツジムや図書館など
よく利用する施設が近いこともあって、引越し
をしたくないと思われるかもしれません。ま
た、家族が増えたり、巣立って行ったりとニー
ズが変わり、それに対応した改善をしたいと思
うかもしれません。私の場合、娘が大学を卒業
したのを機に彼女の部屋をホームオフィスにリ
フォームしました。また、昔からの友人や近所
付き合いから愛着があるならば、引越しをせず
にリフォームを考えるでしょう。どんな住宅で
も定期的なメンテナンスが必要であり、オーナ
ーはこれをきっかけに大きなメンテナンスやリ
フォームをします。

リフォームに関する出版物

日本にもリフォームに特化した出版物が発行さ
れるようになりました。米国では何十年も前か
らリフォーム関連の出版物や雑誌があります。
全米で販売されている中で代表的な例として
「This Old House（この古い家）」、「Dwell
（居住）」、「Real  S imple（すごくシンプ
ル）」などがあります。最初の「Thi s  O ld  
House」は人気の高いテレビ番組からとったもの
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ロジャー・ウィリアムズ

ミスーン・パートナーズ代表

ワシントン州シアトル市
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リフォームにおける３つの疑問点とは:

１．なぜ建て替えでなくリフォームなのか？
２．リフォームするコストの方が高いか？
３．リフォームの利点とは？ 

上記の質問に、１から順に答えていきましょう。

１．なぜ建て替えでなくリフォームなのか？

リフォームを行うのは通常、住宅の状態が良い時
で、それでも施主が例えば特定の部屋を改良した
い、又はスペースを増やしたい、既存の部屋を修
理したい、住宅全体のエネルギー効率を良くした
いなどそれぞれの不都合を解消する必要性や高齢
者対策が認められる時です。この高齢者対策につ
いては、高齢者介護施設や養護施設を利用するに
は莫大な費用が負担となるため、年老いてくると
高齢者対策を施すリフォームを行うオーナーが増
えてきています。　 

２．リフォームするコストの方が高いか？

大規模なリフォームは、一般的な戸建住宅を新規
に購入するよりコストが嵩む場合があります。何
故なら、リフォームに伴う解体費用がかかるの
と、技術的に既存の構造に全ての必要な改良を加
えつつ、新しい技術や最新機能を持った製品と適
応させなければならないからです。しかし、部分
的なリフォームは、通常新築の住宅を購入できな
い予算の限られた多くのオーナーにとって有効な手
段です。また特定の限られたスペースをリフォー
ムすることによって出費を最小限に抑えることが
出来ます。多くの場合、リフォームを必要とする
のは住宅全体のほんの一部分にしか過ぎません。 

コストと資産価値の関係

あるリフォーム専門雑誌では、リフォーム後の付
加価値の推移と約１年後に売却する場合の資産価
値の試算を調査・研究しました。この調査は全米
を通じて行われ、近年のリフォームにおいてどの
くらいの資産価値が認められるのかを調査したも

のです。 

その調査によると、例えば、あるオーナーが2002
年に新しくデッキを増設したとします。その約1
年後には、そのオーナーはコスト増設に係った費
用の104％を回収できるとしています。もしその
デッキ材増設に$1000の費用がかかったとする
と、そのデッキ材の約1年以内に期待できる投資
効率が$1040だということです。しかしすべての
リフォーム工事で直接資産価値が上がるというも
のでもありません。例えば、キッチンのリフォー
ムの場合、期待できる投資効率は80%前後です。
平均的なキッチンリフォームにかかるコストは約
$10,000ですから、約1年後には約$8,000相当の資
産価値が認められることになります。リフォーム
箇所によっては、その他の箇所より高価値の投資
効率をもたらすということは重要な要素です。こ
のコストと資産価値の関係に関する詳細、または
上記調査の詳細については、下記のウェブサイト
をご参照ください。
www.remodelingmagazine.com

３．リフォームの利点とは？ 

新築の住宅建築に関わる数多くの厳しい建築基準
法は、時にリフォームには適応されないというこ
とがあります。オーナーは必要なスペースのみを
リモデルすることによって、費用を節約できま
す。また通常リフォーム工事中にもオーナーはそ
のまま住み続けることが出来ます。 

アメリカでは今何が起こっているか？
 
アメリカでは、リフォーム市場は新築市場と共に
堅調なペースで成長しています。開発制限規制や
その他規制が新築住宅の建設を抑制する中（結果
として新築のコストを上げる要因となっているの
だが）、多くの人々が新築する代わりにリフォー
ムという選択をしています。またその住み慣れた
土地や住宅に愛着がある人々がより広いスペース
を求めたり、キッチンや最新機能のついたバスル
ームを求めるとき、リフォームという選択をしま
す。それらの人々にとっては、他の土地に引越し
することなく、今ある現状をそのまま便利の良い
モダン仕様へと変えるだけですむ選択がリフォー
ムなのです。 

施工事例写真
1. 部屋を200 sf 分大きくしました。フロアー内、
温水床暖房のチューブが見えます。

2. 元々は小さなドーマ
ーでしたが、大きな
部屋に合うよう窓を
増やしました。施工
前と施工後の外部か
らの写真です。

3. 大きなオープンスペースを追加するため、大
きなグルーラムビームを使っています。完成
までに１年半かかりました。

4. より良い採光と景
色を確保するため
のキッチンです。

5. この現場では、オーナ
ーが解体や塗装など、
工事の始まりから終わ
りまで参加しました。
元は暗いキッチンが、
採光のよい機能的なキ
ッチンに生まれ変わり
ました。

6. ここはコンドミニアム
の独身寮の１室でし
た。壁に穴をあけて
配線やスタッドの位
置を調べ、キッチン
の視界を広げるため
壁を取り除くことに
しました。

7. 別の暗いキッチンです。1970年代の初めの平
たい天井に取り付けられました。天井を上
げ、照明を増やしスカイライトも取り付けて
有効なスペースを増やしました。窓は一切動
かしておらず、単純に既存のスペースを改良
しました。壁越しに古いキッチンスペースが
見えます。壁を取り除いた結果、広いスペー
スとより明るい採光、広い視界、より機能的
なスペースを確保できました。 

8. この現場は、オーナーが東京に住んでいる間に
行われたので、電子メールや早朝の電話のやり
取りで話し合いました。既存の壁を取り除き、
スペースを100 sf.分増やしました。 キッチンの
施工前後の写真です。1905年から使われている
ランバーが見えます。

9. このキッチン・リフォームは、オーナーのウ
ェアハウザー家（製材業経営）らしく、様々
な樹種を使用しているのが特徴です。フロア
ーはユーカリの木を使いました。

Q.  ワシントン州の気候はとても雨が多いです
が、住宅や基礎へのダメージの原因となるの
ではないですか。 

A.  一般的には、気候は問題ではありません。こ
れらの古い住宅が建てられたころは、シダー
サイディングなどのとても耐候性のある樹種
がよく使用されていました。シロアリの問題
はあまり多くはありません。とても良く建て
られた古い住宅には、通常あまり構造的、基
礎的な問題は見つかりません。古い住宅を改
造するときに一番大変なのは、その時代、住
宅を建てる際に基礎下の地盤に硬材などで地
耐力を向上させる地業工事が行われていなか
ったため、100年以上の古い住宅をリモデル
する際はまず地盤を掘り地業作業が必要とな
ります。

Q.  もし築100年の地盤の悪い住宅をリフォーム
する場合、それらの住宅はもはや水平でない
場合が多いと思いますが、それを水平に戻す
技術はありますか。 

A.  実は床が水平でないことをその家の魅力だと
思って好む人がいたりするのですが、もし基
礎が悪くても住宅の構造そのものが良い状態
の場合は、住宅を持ち上げて基礎をやり直し
水平に戻すことができます。もし基礎が良い
状態の場合は、必要な箇所の床をレーザーを
使って測り、床を上げて水平にすることがで
きます。 

Q.   何故地下室の設置が好まれるのですか。何
故アメリカの一部地域では地下室が住宅に設
置されていないのですか。 

A.  元々地下室は、貯蔵倉庫として設置されてき
ました。しかし近年では、この地下室を居住
できるスペースとしてリモデルするケースが
増えてきました。新築で地下室を設置する場
合のコストもそれほど高額ではありません。
カリフォルニアなどの地域では、地下室が設
置されている住宅はあまり見ることは出来ま
せんが、中西部では歴史的背景から竜巻など
から身を守る避難場所として地下室が設置さ
れているのを見ることが出来ます。 

フェイズⅡコンストラクション
創立24年のフェイズⅡコンストラクションは、スタッフは総勢４人、2002年
の売り上げは370万ドルを越え、2003年も480万ドルの売上げが見込まれて
います。リック・イェルム氏は事業経営とマーケティング、主な建築資材の購
入を担当しています。フレーミング工事やキッチンキャビネットの取り付け等
の現場作業にも参加しています。

リモデリング戦略
リック・イェルム 

CR, CGR（全米リモデル協会認定リモデラー）
 リモデリング・スペシャリスト, 

フェイズ・ II・ インク社 

ワシントン州タコマ市

人気の高い主寝室のリフォーム
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16年にわたって日本の住宅設計・建設に

携わる。日本では全米林産物製紙協会

（AF & PA），米国商務部、ワシントン

州政府、日本貿易振興機構(ジェトロ)、地

方自治体、住宅開発業者やエバグリーン

建築資材貿易振興会（EBPA）と提携。

（社）日本建築家協会（JIA）会員と米

国建築者協会（AIA）会員。

リフォームに
おけるデザイン

Before 居住スペースとして生まれ変わった地下室

建築家そしてデザイナーとしてリフォームにつ
いて述べさせていただきます。アメリカでは容
易にリフォームが行われる理由のひとつとし
て、住宅の95％がツーバイフォー工法であるこ
とがあげられます。アメリカの歴史の中でほと
んどの住宅が最初に建てられたときよりも資産
価値が上がり、使用目的も何度か代わっている
といえるでしょう。地域的なものも重要です
が、リフォームの可能性を左右するのはその住
宅が建築された年代も大いにあるといえます。
その土地と住宅の価値、もしくは潜在的価値が
十分あると判断された場合、定期的なメンテナ
ンスと大規模なリフォームを行うことで価値を
上げることができます。

リフォームの理由は多岐にわたります。近隣の
環境は重要です。現在住んでいる家が気に入っ
た環境にあるならば、遠くへ引越しをするより
リフォームを考えた方が賢明でしょう。先祖
代々受け継がれた住宅であれば、歴史を守る義
務を持ちながらも、部分的なリフォームや改修
をして快適で便利に暮らすことが理想的です。
また、眺めのよさやスポーツジムや図書館など
よく利用する施設が近いこともあって、引越し
をしたくないと思われるかもしれません。ま
た、家族が増えたり、巣立って行ったりとニー
ズが変わり、それに対応した改善をしたいと思
うかもしれません。私の場合、娘が大学を卒業
したのを機に彼女の部屋をホームオフィスにリ
フォームしました。また、昔からの友人や近所
付き合いから愛着があるならば、引越しをせず
にリフォームを考えるでしょう。どんな住宅で
も定期的なメンテナンスが必要であり、オーナ
ーはこれをきっかけに大きなメンテナンスやリ
フォームをします。

リフォームに関する出版物

日本にもリフォームに特化した出版物が発行さ
れるようになりました。米国では何十年も前か
らリフォーム関連の出版物や雑誌があります。
全米で販売されている中で代表的な例として
「This Old House（この古い家）」、「Dwell
（居住）」、「Real  S imple（すごくシンプ
ル）」などがあります。最初の「Thi s  O ld  
House」は人気の高いテレビ番組からとったもの
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ロジャー・ウィリアムズ

ミスーン・パートナーズ代表

ワシントン州シアトル市
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人口統計

●　2000年から2010年には、マイノリティが750万
世帯、2010～2020年は780万世帯増えるだろ
う。マイノリティの世帯数がアメリカの世帯数
に占める割合は、20年間で、1/4から1/3弱まで
伸びると予想される。

●　現在、初めて住宅を購入する人の10人に1人が
外国生まれのマイノリティである。

●　1998年から2001年にかけて、マイノリティ世帯
が320万戸の中古住宅を購入した――中古住宅
の約22%がその期間中に販売されている。
（2003年リモデル調査、ハーバード住宅共同調
査センター）

●　支出の内訳は年齢によって異なる。55～64歳の
世帯――この10年間にアメリカで最も急速に拡
大した年齢層――は、専門業者にホームインプ
ルーブメント予算の80%以上を支出している。
44歳未満の世帯では、専門業者への支出額はイ
ンプルーブメント予算の65%にとどまっている
（若い人はDIYの割合が高い）。（2003年リモ
デル調査）

●　所得が8万ドルを超え、住宅資産が自宅の資産
の40～60%に相当する世帯は、毎年平均4,320ド
ルをインプルーブメントに使っている。（2003
年リモデル調査）

その他

●　ホームオーナーは、自宅価格の上昇により、浴
室のリモデル費用の90%近くを回収している
（2003年リモデル調査、ハーバード住宅共同調
査センター）。

●　全国的にみて、リモデルによって自宅の価値が
上昇するため、ホームオーナーはインプルーブ
メント費用の80%を回収している。サンフラン
シスコやボストン等のより古い住宅が多い住宅
市場では、リモデル費用の90～100%が回収で
きる。（2003年リモデル調査）

●　18のキッチン機能のうち、増築したいアメニテ
ィの第1位がウォークイン・パントリーで、そ
れに、アイランド型キッチンとライトウッドの
キャビネットが続く。（NAHB調査）

業界

●　ホームインプルーブメント業界は、新築住宅の
ホームビルダー業界と同様に統合がすすんでい
る。年間請求額が100万ドルを超えるリモデル
業者の約1%が、専門的リモデル工事件数の1/3
を受注している。（2003年リモデル調査）

●　ホームインプルーブメント工事は、地理的にも
偏りがある。5つの大都市圏（ニューヨーク、ロ
サンゼルス、シカゴ、サンフランシスコ、フィラ
デルフィア）が、ホームインプルーブメントへの
総支出額の20%を占め、10の都市圏が30%を占
めている。（2003年リモデル調査）

●　リモデルと修理を専門とする企業が、住宅建設
業界で働く250万人の労働者の約半分を雇用し
ている。（2003年リモデル調査）

●　住宅リモデル企業は約20万社で、自営建築業者
は60万人。DIYをする人は2,160万人を数える。
（2003年リモデル調査）

小売りと流通

●　ホームインプルーブメント・センターは、住宅
の建築、リフォーム、メンテナンス用の商品を
販売し、2002年の売上額は2,700億ドルに達し
た。（2003年リモデル調査）

●　統合。2001年までに、建築及びホームインプル
ーブメントのすべてを扱う小売流通会社の上位
5社が、流通業者上位500社の総売上額の2/3を
占めた。ホームデポとロウズが、流通業者上位
500者による建築及びホームインプルーブメン
ト製品の総売上額の58.5%を占めた。（2003年
リモデル調査）

諸データ

経済性
●　2002年、アメリカでは、住宅が世帯資産に最

高の割合を占め、31%となった。（NAHB 
2003年住宅統計）

●　アメリカの住宅ストック価値は13兆ドルを超え、
ホームオーナーは総額で約8兆ドルの住宅資産を
保有している。（NAHB 2003年住宅統計）

●　新築及び中古住宅の中心及び平均価格は、前
世紀の過去20年間で2倍以上に上昇した。
（NAHB 2003年住宅統計）

●　米国民の持家率は68%。
●　住宅リモデルへの2万ドルを超える世帯支出

は、総支出額では1,270億ドル（48%）に相当
する。（2003年全国住宅事情調査　ハーバー
ド住宅共同調査センター）

●　DIY支出額は、インプルーブメント支出総額
の20%強を占めると推測される（DIY支出額
は、ホームオーナーが使った時間の価値を工事
費用として申告しないため、控えめな数字にな
っている）。（2003年全国住宅事情調査）

●　ホームインプルーブメントの42%にはDIYの要
素が含まれる。その一部又は全部は、ホーム
オーナー自身が行っている。（2003年全国住
宅事情調査）

●　2003年には、30年のモーゲージの平均固定金
利は5.90%であった。（主要融資機関のフレデ
ィ・マック調査）

●　2001から2002年に、アメリカのホームオーナ
ーは推定1,802億ドルの資産を現金に換え、そ
の1/3（約600億ドル）をリモデルに投資して
いる。（2003年全国住宅事情調査）

●　借り換えをして現金を得たアメリカのホーム
オーナーは、平均で2万6700ドルを引き出し
た。（2003年全国住宅事情調査）

アメリカの中古住宅販売件数

 デッキを増築

*NAHB の予測
出典: 全米リアルター協会
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割合工事内容

キッチンのリモデル� 63%
浴室のリモデル� 61%
部屋の増築� 58%
窓・ドアの交換� 44%
全面的リモデル� 38%
浴室の増築� 36%
屋根工事� 32%
ポーチの囲い・増築� 31%
日曜大工� 31%
外壁工事� 28%
デッキ増築� 26%
地下室の仕上げ� 24%
配管� 21%
保険による修理� 20%
2階の屋根裏部屋� 19%
屋根裏部屋の仕上げ� 11%
歴史的保存� 8%

主なリモデル工事（2002年）ロウズのホームページ

ロウズホームページは、オン・ラインでの詳細な製
品情報およびサポートの詳細をご覧いただけます。
さらに、DIY顧客が施工方法を理解できるように
情報が用意されています。ここでは多数のタイプ
の作業・工事に必要な道具および製品の情報を含
んでいます。全国向けそして地元向けの新聞、テ
レビおよびダイレクト・メールによる広告は、ロ
ウズの販売戦略の重要な要素です。ロウズの成功
の鍵はカスタマー・サービスの良さです。カスタ
マー・サービスは高い販売の成長には重要と考え
ます。顧客はより深い知識をもっており要求度も
高まっていますのでロウズではすべての顧客のニー
ズを理解することを非常に重要と考えています。

Q.  顧客層の割合を教えてください。

A. DIY一般顧客は80%で、プロ業者顧客は20%
です。

Q.  ホームインプーブメント・ビジネスは成長ピ
ークに達するのでしょうか？
成長は、継続するのですか?

A. ロウズでは、次の数年の高い伸びを予測して
います。
もちろん毎年、多少の上下は考えられますが
次の数年に成長の大幅な低下があるとは考え
ていません。この確信の表れとして、私たち
は2週間ごとに1店舗の割合で新しい店舗を開
く展開を進めています。
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中古住宅販売

2003年の中古住宅販売は記録的な数字を示し
た。アメリカでは、昨年１年間に600万件を超え
る住宅が販売された。中古住宅販売は、新しく
家を購入した家主が自分のニーズに合わせて改
修するため、ホームインプルーブメント・ビジ
ネスを活性化する。住宅購入者の75%は、購入時
にすでに自分のやりたいインプルーブメント工
事を決めており、90%が引っ越してから1年以内
に工事を始める。日本と違い、中古住宅は新築
住宅と同じ価値か、むしろ新築住宅より価値が
高い。アメリカ人は、自分の住んでいる家の価
値が高く評価されることを期待する。リモデル
は単に住宅の価値を維持するだけでなく、より
高い価値をつけることになる。事実、一部の大
都市圏では、郊外に建てられた新しい家より、
ダウンタウンに近い古い家の方が価値が高い。

■↓（1ページよりつづく）

キッチン　After

で、ＤＩＹ市場をターゲットとしています。最新
号を例に取ると、キッチンのリフォーム、さまざ
まな工具の使い方や地下室がジメジメしたときの
対策方法 の記事が特集されています。オーナー
がどのようなリフォームをしたか、リフォーム前
と後の写真や詳細が紹介されています。全米版に
加え、それぞれの地域限定で販売される住宅リフ
ォームの出版物があります。その地域特有のデザ
インの動向やリフォームに関する出版物が大都市
に存在します。リフォームは一般消費者にとって
人気がある題材のため、シアトル・タイムズとい
う主要の新聞に「夢の住宅・リフォーム」と題し
た記事を第一面に掲載し、オーナーの最近の好
み、過程と結果などが報告されています。

リフォームの実例

リフォームの過程がどのような仕組みかをご説明
するにあたって、私と妻が小さな予算で最初に住
宅を購入した例を取上げます。この住宅（写真下
参照）は1973年に$15,000で購入し、業者を頼ま
ずに自分達だけでリフォームをしました。若い駆
け出しの建築家として自分の住宅でリフォームに
かかわるディテールや部材についてじかに体験を

する貴重な経験をし
ました。かなり大掛
かりなリフォームと
なり、元の基礎、イ
ンテリア壁やエクス
テリア仕上げもすべ
て取り払い、増築ま
でしました。この住
宅はもともと1910年
に建設され、基礎も
しっかりしていまし
た。基礎から住宅を
持ち上げ、現在の基
準に沿った基礎と取
り替える必要があり
ました。この住宅が
すばらしい立地条件
に建ち、構造がしっ
かりしていたので、
この大掛かりなリフ

ォームが最も経済的（付加価値）なやり方でし
た。大規模なリフォームをすることは、取り壊し
て新たに住宅を建てるよりは安価ですみました。
結果的には1910年の構造で、デザイン賞をとっ
た、非常にモダンな住宅に生まれ変わりました。

内装の改修としては新しい壁面、内装仕上げ、キ
ャビネット金物類、暖房と電気工事が行われまし
た。４年後に購入価格の１０倍の価格で売却しま
した。$15,000で購入し、リフォームの資材とし
て$18 ,000かかりました。５年後の販売価格
$150,000は私達にとって価値ある不動産投資とな
りました。もちろん、すべてのリフォームプロジ
ェクトがこのぐらいの利益をもたらすわけではあ
りません。好景気の中、正価で新しい住宅を購入
できる余裕がある人であれば、新築の住宅を建て
たでしょう。それは土地の上に建つ建造物より不
動産としての価値が高いからです。

リフォームにおけるデザインの工程

リフォームにおけるデザインの工程は複雑なので
すが、ここでは考慮すべき重要な点を取上げま
す。すべての建物がリフォームの可能性を持って
います。建物を価値のある状態に戻すのにコスト
がいくらかかるかが、要因となります。プロジェ
クト範囲は４つの要素があります。
・どのように使用されるのか
・どのぐらいの品質を望んでいるか
・大きさは
・これらすべてがコストに影響する

ほとんどのオーナーがリフォームに多少なりとも
費やせる予算を持っています。よって、建築家が
オーナーの予算にあった大きさ・品質などの変動

できる要素を調整する必要があります。はキッ
チンの改修などの簡単なものもリフォームのう
ちです。この例では配管工事からはじめまし
た。最終的なデザインを見た後、予算内に抑え
るために、ディッシュウォッシャーと冷蔵庫は
既に使用していたものを残すことにしました。
お隣と近いこともあり、窓はガラス・ブロック
を使用して、プライバシーを保つようにしまし
た。奥様が左利きということもあり、ディッシ
ュウォッシャーはシンクの左に移動しました。
調理やお客様をお招きするスペースが作られま
した。

アメリカでは地下室が一般的です。もともとは
倉庫として活用されていましたが、ゲストルー
ムやファミリールームとしてリフォームされる
一般的な場所となりました。

ツーバイフォー工法の柔軟性

この例は1915年に建設されたオランダ・コロニ
アル様式の家です。1960年にガレージの増築、
前庭への階段や住宅後方の増築、改修など大規
模なリフォームが行われました。オーナーはシア
トルのダウンタウンのすばらしい眺望が楽しめ
るようにたくさんの窓がある、現代的な家を希

望しました。構造
だけを残して取り
壊され、３階すべ
てを３メートル分
増築しました。景
観を最大に生かす
ためにフロアプラ
ンを変更し、リビ
ングルームを2階
に 持 っ て き ま し
た。ガレージの後
ろにエレベーター
を設置し、外に出
ずに家に入れるよ
うにしました。リ
フォーム後にはモ
ダンな建物に生ま
れ変わりました。
リフォームにかか
った費用は高かっ
たのですが、すば
らしい立地条件を
考えればコスト効
率がよいプロジェ
ク ト と な り ま し
た。この家がコン
クリート住宅であ
れば、リフォーム
をすれば法外な価
格となります。し

かし、ツーバイフォー工法であるからこそ、こ
のような変更が比較的容易にできるわけです。
記録によるとこの住宅のオーナーは6代代わって
おり、そのうちの2人が大幅なリフォームを実施
しました。そのほかのオーナーは小さなリフォー
ム工事や改修を行いました。現在のオーナーは22
年間この家に住んでおり、米国の標準からみれ
ば、比較的長い間住んでいます。現在の評価価
値は2.3百万ドル（約2億4千万円）でもともとの
住宅の購入価格とリフォームに要した金額は＄
500,000（約52百万円）。住宅のインフレもひと
つの要素ですが、シアトルではここ５年程イン

フレは横這い状態が続いています。
歴史を再現したリフォーム

以前、300年の歴史を持つレンガ造りの建物で内
装が木材の住宅を手掛けました。オーナーは外観
のレンガは残し、内装をリフォームしたいと考
えました。その住宅が建築された1700年代には
大きな窓はまだ製造されていませんでしたが、
長い歴史の中で、その住宅のオーナーは何人とか
わり、その内の1人がもともとのデザインを変え
て、窓を大きくするリフォームをしました。現
在のオーナーは元のデザインを重要視し、小さな
窓を取り付けるリフォームをしました。時には
歴史的な背景を再現するためにリフォームのデ
ザインも時間をさかのぼることがあります。

画期的な小さな住宅のリフォーム

このプロジェクトは最近のもので、小さな住宅
のレイアウトをそのまま維持したリフォームで
す。この家は1923年に建設され、２年前までほ
とんど手を加えられることがありませんでし
た。新しいオーナーは庭のランドスケープとイン
テリアを大幅にリフォームしました。たいへん
綿密に考えられたリフォームといえるでしょ
う。例えば、ガレージは雨が降ってもだいじょ
うぶなように屋根付きの多目的エリアにリフォ
ームされました。住宅後方の古い階段は勝手口
への通路として生まれ変わりました。リフォー
ムされた勝手口はキッチンの重要な特徴として
中と外を一体化しています。バスルームとキッチ
ンがリフォームされ、機能が家の中のさまざまな
場所へ移動しました。小さな住宅のため、ベッド
ルーム、バスルームとキッチンは大きく確保した
いとオーナーは考えました。そのためにはフォー
マルなダイニングルームは犠牲にし、リフォー
ムされたキッチンの一部として活用されていま

Before

After
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昨年7月1日に日本の建築基準法が改正され、いわゆる「シックハウス規制」
が導入されました。その結果、従来にも増して安全性の高い建材が求めら
れています。現在、アメリカで住宅等に一般的に用いられているドライウ
ォール工法は、アメリカ製ペイントの安全性と相まって、非常に健康的な
工法と考えられています。
アメリカ大使館、在大阪・神戸アメリカ総領事館商務部では、昨年の夏か
ら全国8都市で、「ドライウォール・セミナー &アメリカ製ペイント・ミ
ニ展示会」を開催し、ご好評をいただきました。セミナーご参加の皆様か
ら、もう一歩進んで、アメリカで本場のドライウォール工法について学び
たいというご要望をいただきました。そのような声にお応えするため、ワ
シントン州政府、エバグリーン建築資材貿易振興会のご協力をいただき、
ワシントン州シアトルに、ドライウォールセミナー視察研修ツアーを派遣
することになりました。
アメリカ人専門家の講義を受講し、現地でなければ見ることのできない現
場を見学、また、ドライウォール関連製品の購入もできます。ぜひ、この
機会に視察研修ツアーにご参加ください。

敬具
在大阪・神戸アメリカ合衆国総領事館

商務領事　チャールズ・リース

1. アメリカ人専門家から、ドライウォール工法についての講義を受
講します。

2. アメリカのドライウォール工法の建築現場を視察し、施工を体験
していただけます。

3. ドライウォール工法による仕上げの住宅を視察します。
4. ドライウォール関連製品の取り扱い業者を訪問し、工具などを現

地で購入、日本への発送が可能です。
5. 建築に詳しい通訳が同行しますので、言葉の問題がありません。
6. アメリカ大使館、在大阪・神戸アメリカ総領事館商務部主催の視

察研修ツアーで、住宅担当の高畑和久上席商務専門官が同行します。
7. エバグリーン建築資材貿易振興会、アメリカ・ワシントン州政府、

アメリカ商務省シアトル事務所の全面的なバックアップにより、
充実した研修プログラムを提供します。

8. アメリカ大リーグ、シアトル・マリナーズの試合観戦が可能です。
(オプション)

■　企画・主催
　アメリカ合衆国大使館
　在大阪･神戸アメリカ合衆国総領事館商務部

■　協力団体
　ワシントン州政府通商経済開発局
　EBPAエバーグリーン建築資材貿易振興会

視察・セミナー内容：
　　　在大阪・神戸アメリカ合衆国総領事館・商務部

担当：高畑　和久
　　　TEL:06-6315-5957　FAX:06-6315-5963
　　　メール：ktakabatake@usaexports-jp.com  

旅行内容：

　　　クリエイトツアー「ドライウオール工法視察研修ツアー係」
担当：稲葉　好勝

　　　TEL:06-6536-5671　FAX:06-6534-1244
　　　メール：isi@carrot.ocn.ne.jp 

お問合せ・お申込はお電話、ファックス又はメールで貴社名、

お電話番号、ご担当者名ご一報下さい。すぐに旅行条件書・

詳細日程表・お申込書等　詳細ご返事申し上げます。

ドライウォール工法
視察研修ツアー

ドライウォール工法
視察研修ツアー

ワシントン州シアトル

2004年6月7日（月）～6月11日（金）3泊5日間

ロウズはノースカロライナ州で1946年に設立さ
れました。このビジネスを始めた時期には、も
っぱらプロの業者を顧客としていましたが、年
が経つにつれ一般DIY顧客を増やしてきました。
今日、ロウズは建材、補修・改築用部材および
道具をフル・ラインで販売する308億ドル規模の
会社です。ロウズは世界で２番目に大きなDIY小
売り業者となります。また米国の小売り業者の
なかで規模として12番目に大きなものです。ロ
ーズは45の州の950店舗で事業展開をしており平
均2週間ごとに新しい店舗を開店して15万人の従
業員を雇っています。毎週1000万人以上のDIY一
般顧客およびプロ業者と取引をしており、各々
の店舗には、4万点以上の商品を在庫販売してい
ます。さらに、私たちは顧客に100万点以上の製
品を提供することのできる特別な受注システム
を持っています。店舗サイズは平均で15,000平方
メートルで、各店舗はランバー材、設備機器、
ガーデニング用品、金具類、電気設備、配管設
備、木製加工製品、またビジネス用デスク類を
取り扱います。すべての店舗でDIY顧客向けに施
工方法を学ぶ機会を用意しています。またウェ
ブサイトwww.Lowes.com上でも施工方法の情報
を見ることができ商品の注文もオン・ラインで
できるシステムがあります。

米国でのホームセンター産業

今日、米国でのホームセンター産業は、プロ業
者および一般住宅所有者の両方の顧客を含み、
1500億ドルに相当します。2002年にこの産業は
4%成長しました。今後は年間6%の成長を見込ん
でいます。このホームセンター産業の次の１0年
間の成長率は、一般的な小売り産業の2倍になる
と予想されています。このように米国でのホー
ムセンター産業は非常に大きく、また成長して
います。このことは過去数年間にわたり米国経
済に貢献するものでした。この成長は今後も成
長する住宅産業および一般住宅所有者のＤＩＹ
への関心の高まりにより継続すると予測されま
す。2003年には、米国のホームセンター産業全
体として6.8%成長しました。市場別には、一般
消費者市場が6.6 %成長し、プロ業者市場は7.4%

成長しました。この市場成長の結果、ロウズは米
国にて積極的に新たな店舗を開店してきました。
取り扱い製品カテゴリーごとでは、2003年、ラン
バー・建築資材の販売は7.1%成長しました。ガー
デニング、造園設備も好調で6.9%の成長でした。
棚、照明、カーテンなどの装飾品も好調でした。
すべての製品カテゴリーにおいて好調な成長を示
していることは注目できる事と考えます。

成長を支える要素

多くの人が家を保有する事が改善補修・リフォー
ム業を含むホームセンター産業成長の鍵を握りま
す。1985年以降、多くのアメリカ人が家を所有す
るようになったことが、成長に大きく貢献してい
ます（右上表をご参照ください）。歴史的に見て
平均よりだいぶ低い住宅融資金利が、多くの人が
家を持つことへつながりました。ほとんどの顧客
は、家への投資（改善補修・リフォーム）を重要
視しています。平均的な消費者は、より少ない費
用でリフォームを行いたいと考えています。この
ことがDIYへの関心の高さとなり、ビジネスの成

長に貢献します。米国の調査によると、ある改善
補修・リフォームの費用が1万ドル以下の場合、
住宅所有者は自分で作業をするDIYとして取り組
むと考えられています。アメリカ人は作業を自分
でやる事に積極的です。住宅所有者が、あるDIY
の作業をする場合、頻繁に家族全員で取り組みま
す。米国では、女性が非常に強い役割を果たしま
す。家の改善補修・リフォーム工事の85%を女性
がそれを実行するか否かを決めています。しかし
ながら、同時に重要なことは、困難であったり技
術的な工事（作業）についての決定は多くの男性
によりなされます。女性がロウズの顧客のおよそ
半分を占めます。社会の流行も非常に重要です。
住宅に関するテレビ番組が一つの例です。ロウズ
は、過去のそのようなテレビ番組のスポンサーに
なりました。このことが、番組中に紹介された製
品販売の増加に直接的に結びつきました。米国で
は住宅関連のテレビ番組が50近くあります。

ロウズの市場販売戦略

ロウズの戦略のポイントは米国の主要都市すべて
にある950の店舗であり、強力な 存在感を表して
います。店舗ではDIY顧客に幅広い製品を提供し
ます。製品が店舗にあるか又は在庫でもっている
かがDIY販売にとり重要です。さらに、顧客を支
援することは非常に重要と考えます。すべての店
舗で、顧客を支援するためのキッチン設計用
CADコンピューターを用意しています。またす
べての店舗はカスタム色・混色ペイント・システ
ムを用意しています。顧客の仕様書に基づいて、
カスタム・サイズに木材、合板などを切断する設
備、そして配送サービスがあります。顧客が施工
作業を必要とすれば、ロウズはプロフェッショナ
ルによる施工サービスを提供します。

施工のノウハウ指導

950店舗のすべてで、毎週、無料の施工指導・講
習会を開催します。内容は、床材の施工、デッキ
を構築する施工方法、照明・ペイントの使い方の
講習などです。現在、重要視しているのは床材、
照明そして配管についてです。参加人数は１店舗
につき毎週５～６人です。指導は私どもの専門家
によります。指導・講座は製品、道具を使いなが
ら施工を行う実践的なものです。一般の参加者も
実際に手を使いながら学びます。

ロウズは年商308億ドル、あらゆる製品と機器を販売する会社です。同社が45
州に展開している950店舗には、毎週、1000万人を越える個人のDIY愛好家
とプロの業者が訪れます。ロウズは世界第2位のホームセンターで、小売業とし
てはアメリカ国内で12番目の規模です。ロウズは現在積極的な拡大計画を進め
ており、2週間に1店舗のペースで新しい店舗をオープンしています。詳しい情
報はwww.lowes.comまで。

輸出販売部門　フレドリック・プルー

ロウズ・ホーム・インプルーブメント・ウェアハウス（以下ロウズ）

ロウズの店舗

キッチンキャビネット用のハードウエア類

ガーデニング・デッキ

「持ち家率と家購入の容易度（アフォーダビリティー）」

視察旅行参加費用：191,000円
（日程表通りの宿泊食事・交通費・視察セミナー費用）

ドライウオール工法視察研修ツアーの概要

１．6月7日(月)　各地より各自成田空港へ　　成田発　午後　

NW航空機

シアトル着　 午前　専用車で市内見学　早めの

ホテルチェックイン

シアトル・マリナーズ試合観戦（オプション）

ホリデーインイクスプレスホテル　　　　　 泊

２．6月8日(火)　シアトル　   終日ドライウォールセミナー(昼食

を含む)

夕方　歓迎レセプション

シアトル　ホリデーインイクスプレスホテル　泊

３．6月9日(水)　シアトル　午前　住宅開発地視察（昼食を含む）

午後　ドライウオールの工具等購入と

関連企業訪問(ドライウォール、ペイント等)

シアトル　ホリデーインイクスプレスホテル　泊

４．6月10日(木) シアトル発　午前／昼　航空機　帰国の途に。

機内　　　　　　　　　　　　　　　　　　泊

５．6月11日(金) 成　田　着　午後　入国手続後解散

当視察団の特色

お問合せ・お申込方法ごあいさつ

フローリングの施工講習会
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目　次

2004年エバグリーン夏季 住宅視察ツアー

取り組み & 高級住宅デザインとインテリア
アメリカ住宅の環境と健康への

期間：8月30日（月）～8月31日（火）
場所：ワシントン州シアトル市、タコマ市、及び　オレ

ゴン州ポートランド市

◆2日間の現地参加費用◆
EBPA会員　30,000円
一　般　 33,000円

エバグリーン夏季住宅視察ツアー2004は、日本の工務店ビルダ
ー、建築設計者、インテリアデザイナー、建材流通業者の方々
を対象に、セミナーご参加・建築現場や住宅展示場視察を通じ
て、アメリカ住宅業界のグリーン・健康住宅建設への取り組み
と高級戸建住宅の専門知識を得ていただくものです。

お申込・お問い合わせ　FAX：03-3459-0897

フリガナ

会社名／担当者名

フリガナ

住所

Tel/Fax

高級戸建住宅の視察

第二日目

今年で29回目を迎える「ポートラン
ド・ストリート・オブ・ドリームス」

（オレゴン州ポートランド市）を視察し
ます。アメリカ木製フレーム構造住宅
における、最も新しいデザイン、ライ
フスタイル、インテリア・デコレーシ
ョン、建材、内装材の使い方をご覧い
ただく絶好の機会です。

ポートランド・ストリート・オブ・ドリームス（ヒドゥン・エステイツ）
約２エーカー（約8,100平方メートル）の土地面積に建てられた７棟

の戸建住宅が展示されます。今年開催される場所はシーダーの木々、10
エーカーの湖、小川が流れる美しい地域です。高級感を十分に反映する
住宅をビルダーからの話しを交えてご見学いただきます。

その他のスケジュール

・シアトルでレセプション
建築家、建材メーカー、建材輸出業
者との交流に役立ちます。

・オプション　野球観戦
シアトル・マリナーズ　対

カンザスシティ・ロイヤルズ
開催日：8月29日（日）
会　場：シアトル市セイフコ・フイールド

イチロー、長谷川 が出場予定のこの試合をお見逃し無く！

■現地参加費用に含まれるもの
・日本語資料（視察する住宅の詳細情報、間取り

情報）
・視察中の解説と現場での日本語通訳
・バス手配（シアトル、タコマ、ポートランド、

シアトル地域のご宿泊ホテル間のバス送迎）
・８月30日及び31日の昼食代、また30日のレセ

プション費用
・「ポートランド・ストリート・オブ・ドリーム

ス」の入場費用
・アメリカ建材メーカー及び「環境ホームセンタ

ー」の製品カタログ

■現地参加費用に含まれないもの
航空チケット費用・ホテル費用・空港からの送
迎・８月30日及び31日の昼食以外の食事、野球観
戦チケット

■参加申込の締切り日
2004年８月９日（月）

■キャンセルした場合の参加費返金
８月16日までは100％
８月23日までは50％
８月23日以降は０％

日付

8月29日 午後1：05 （オプション）野球観戦 シアトルマリナーズ 対

セイフコフィールド カンザスシティーロイヤルズ

8月30日 午前 シアトル 「環境ホームセンター」視察

午後 シアトル 建設現場視察（健康で環境にやさしい家）

午後 タコマ レセプション、ミニ展示会

8月31日 午前 貸切バスでポートランドへ移動

午後 ポートランド・ストリート・オブ・ドリームス視察

午後 貸切バスでシアトルへ戻る

時間 プログラム 詳細 背 景
アメリカでは、リフォーム（米国ではリモデルと言
う）は人々の最大の楽しみになっている。毎年、何百
万人ものアメリカ人が何らかのリフォーム、たとえ
ば、ファミリールームの増築、浴室の改装、窓の取り
換え、照明器具の交換、キッチン設備やキャビネット
の交換を行っている。確かに、リフォームによって家
は住みやすくなり、より安全になるが、アメリカ人を
リフォームに駆り立てているのは、財務的な安全性と
富の構築である。アメリカのホームインプルーブメン
ト需要の多くは、経済的なインセンティブに由来す
る。アメリカでは、ホームインプルーブメントによっ
て次に販売するときの住宅価格が上昇し、インプルー
ブメントにかけた費用の80%以上を回収できるという
事情がある。ハーバード住宅共同調査センターは、リ
モデルと「ホームインプルーブメント支出は経済成長
を押し上げると同時に、国の13兆ドルの住宅ストック
を維持、強化する」と指摘している（2003年全国住宅
事情調査、ハーバード住宅共同調査センター）。

健康住宅、＊サスティナブル住宅のための
建材とその使われ方

第一日目

シアトル市は、環境にやさしい健康住宅の分野においてアメリカ国内
で最も進んだ地域と認められています。

＊サスティナブル…環境負荷が少ない、次世代に負債を残さない、持続可能な、の意味。

a)「環境ホームセンター」視察

省エネ効果があって、環境にやさしく、安
全で健康的な住まいのための建材や一般消費
財を専門に扱い、この分野で受賞を受けてい
るホームセンターを訪れます。ここでは専門
家から新商品や人気製品についての話を伺い
ます。

このホームセンターは1991年、ホームビルダーのマシュー・フリーマ
ングリーソン氏により創業され、自分たちの環境と仕事を持続させるこ
とのできるサスティナブルな住宅、生活のための解決方法を消費者、建
築家、デザイナー、建築業界のプロフェッショナルに紹介します。

ｂ）サスティナブル・健康住宅の建築現場を視察

サステイナブル・健康住宅に使われる最新の製品・技術・デザインを
確認する目的で、シアトル地域で戸建住宅を２ヶ所視察いたします。現
場では、実際の施主、建築家が、どのように考えて、製品や技術を選び
使っているか具体的な説明を聞きます。このツアーは、アメリカ北西部
において、環境にやさしい建築を推進する協会、ノースウエスト・エ
コ・ビルディング・ギルドの協力を得て行われます。

NWエコ・ビルディング・ギルドは非営利で運営され、環境にやさし
くサスティナブルで健康な住宅建築を支持するビルダー、施主、建材メ
ーカー、住宅建築にかかわる業者がメンバーとなり運営されています。

1993年に設立し、今では米国北西部に８支部を持ち、ネッ
トワークを通じてサスティナブルで健康な住まい方の専門知
識の収集と教育普及活動を行っています。

リフォーム後の浴室

アメリカ針葉樹輸出協議会
インターナショナルマーケット  ディレクター

ポール・ボードマン　著

「アメリカにおけるリフォーム」

航空・宿泊手配を含むパッケ
ージ旅行もご案内できます。
お問い合わせ下さい。

お問い合わせ：
エバグリーン建築資材貿易振興会（EBPA）日本事務所
105-0001 東京都港区虎ノ門5-4-8-301 Tel: 03-3459-0898
Email: ebpa@mue.biglobe.ne.jp URL: http://www.ep.org/

後　援：

〒105-0001 東京都港区虎ノ門5-4-8-301
TEL：03-3459-0898 FAX：03-3459-0897
e-mail：ebpa@mue.biglobe.ne.jp http://www.ep.org/
担当：梶田　章　Contact：Akira Kajita

連絡先：米国ワシントン州政府通商経済開発局日本事務所
〒105-0001 東京都港区虎ノ門5-4-8-301 TEL：03-5776-7766 FAX：03-3459-0897
e-mail：jwnko@gol.com http://www.oted.wa.gov/trade/jpn_housing/
担当：御子柴（みこしば）淳子　Contact：Junko Mikoshiba

リモデルと経済

全米ホームビルダー協会（Nationa l  Assoc iat ion o f  
Homebuilders）によれば、米国経済にとって住宅着工は
重要な要素であり、通常、住宅投資がGDPの約15%を占め
ている。2000年に米国経済のバブル崩壊以降、住宅投資が
経済に及ぼす影響はさらに高まり、GDPに占める割合は
20%を超えているという。2003年に自家所有者（ホームオ

ーナー）が自宅のインプルーブメント（リフォーム）に
かけた金額は前年より7.3%増え、リモデルに費やした金
額は米国全体で1,644億ドルに達している（ハーバード住
宅共同調査センター）。2004年は、ホームインプルーブ
メント工事はさらに増えると予想される。自宅のメンテ
ナンス、修理、インプルーブメントに賃貸物件のメンテ
ナンス、修理、インプルーブメントが加わると、住宅の
インプルーブメントとメンテナンスの総額は2,140億ドル
に達する。アメリカでは、住宅の修理とリモデル部門の
売上額は、衣料品店販売、公共工事、法律業務を上回
る。（2003年リモデル調査、ハーバード住宅共同調査セ
ンター）

　SEC主催の「米国最新リフォ
ーム事例研究セミナー」の第2
弾は下記の予定で、さらにパワ
ーアップしたセミナーを開催い
たしますので、是非ご参加くだ
さい。

5月17日　大　阪
ジェトロ大阪輸入住宅部材センター

5月18日　広　島
RCC文化センター

5月19日　福　岡
博多全日空ホテル

5月21日　名古屋
ナディアパークデザインセンタービル

お問い合わせ先：
アメリカ針葉樹協議会
〒107-0052　東京都港区赤坂1-1-14
　　　　　　東信溜池ビル8Ｆ
Tel: 03-3589-1320
Fax: 03-3589-1560
E-mail: asjo@gol.com
http://www.softwood.org/japan
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リフォーム特集号の発行にあたって

　日頃よりワシントン州内の企業・製品をご愛顧いただき誠にありがとうございます。
毎年、春と夏に発行しております「ワシントン州住宅産業情報」（前回は3月発行）ですが、今号はア
メリカ針葉樹輸出協議会（SEC）が開催いたしました「米国最新リフォーム事例研究セミナー」の一部
講師陣の講演内容をまとめたリフォーム特集号を発行する運びとなりました。ここでリフォームに関す
る最新情報や具体的なリフォーム実例をご紹介するにあたり、読者の皆様にアメリカにおけるリフォー
ム市場をより深くご理解いただくことで、今後の建築設計・デザイン・工事に大いにお役立ていただけ
るものと確信しております。

　「米国最新リフォーム事例研究セミナー」は、SECの主催により、2004年3月を皮切りに、東京・さい
たま・千葉・横浜の4都市で開催され、約150人以上の業界関係者にご参加いただきました。セミナーで
は、日米の建築家・米国のリフォーム業者と大手ホームセンター「ロウズ」社を講師として招き、米国の
リフォーム最新事情、プロジェクトの紹介、自らの米国での住宅購入・リフォーム体験、優良リフォーム
会社の経営方法や米国のホームセンター市場や動向などが紹介されました。また、講演以外にもミニ展示
会が設けられ、窓・モールディング・屋根材のメーカーや建材卸売り輸出業者（コンソリデータ）がリフ
ォームに適した製品やサービスを展示紹介し、休憩の合間に来場者の方々と意見交換をされました。

　ワシントン州政府とエバグリーン建築資材貿易振興会（EBPA）は、毎年ワシントン州シアトルへの
住宅視察ツアーを企画しており、日本の皆様に、現地でしか味わえない現場の様子、最新のデザインや
建材・設備、そして日本でも今後関心が高まるエコ建材などにアクセスできるチャンスを提供していま
す。またSECの米国リフォームを日本に推進する活動を支援し、引き続きより高品質な住まいを日本の
皆様に提供してまいります。

↓（3ページにつづく）■
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